





















巻をみな浮かべさせたまふを御学問にはせさせたまへ」 （ 『枕草子』 「清涼殿の丑寅のすみの」 と教えられたエピソードは有名だが、美しい筆跡、和歌とならんで音楽（ここでは特に琴
きん
）に秀でることが、未来のお妃教育の一環として




















奏でるシーンがたびたび描かれている。映画の中で、富裕層となった翁は、都の女房を教育係として雇い、様々な教養をかぐや姫に身につけさせており、先に触れたような当時の女君の教養の一つとして「琴」があったことも考え合わせると、かぐや姫が琴を奏でたとしても、もちろん不自然ではない。しかし、実は『竹取物語』にかぐや姫が琴を弾く場面は全く描かれていないの ある。和歌の贈答はあっても、男君との合奏はもちろん、独奏場面もない。そもそも、かぐや姫は 琴を弾かなかったのだろうか。それとも弾けなかった だろうか。 『竹取物語』のかぐや姫が、音楽に携わらない人であ ことについて拘ってみたい。二
　『竹取物語』の中の音楽
　『竹取物語』の中に、全く音楽に関する叙述がないわけではない。五人の貴公子及び、帝に関わる部分に一箇所ずつある。　五人の貴公子に関わる音楽描写は、かぐや姫へのアプローチの一つとしてある。そこで、彼らがどのような形で、
かぐや姫に求婚したか確認しながらみてゆく。かぐや が裳着 終え あと、 「世界の男
をのこ
、あてなるも、賤しきも」











しうて、物も食はず思ひつつ、かの家に行きて、たたずみ歩きけれど、甲斐あるべくもあらず。文を書きてやれども、返事もせず。わび歌など書きておこすれども 甲斐なしと思へど、霜月・師走の降り凍り、水無月の照りはたたくにも、障ら 来たり。 （二十頁）
　
まず彼らが行ったのは、竹取の翁の家に行ってたたずんだり歩いたりすることである。垣間見する機会をねらって












り、声歌（笛などの楽譜の旋律を口ずさむこと）をしたり、口笛を吹いたり、扇を鳴らしてリズムをとったりすることであった。手紙や和歌に対しての返事がもらえないということは、かぐや姫が自分達の手紙を読んでくれたかどうかすらわからない、ということでもある。そこで男達は 手紙や歌 いう言葉で心情を述べること やめ、必ず相手に届く音楽を用いることにしたのではなかろうか。手紙は読まな ということが可能だ 、音楽であれば聞か と
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も口にせず、 「御遊び」といった公的な管絃の演奏会と ったこともしなかったという。 「御遊びもな りけり」は、帝の悲しみの深さを語る表現 してある。例えば、桐壺更衣の死後、弘徽殿女御が「月のおもしろきに、夜更く まで遊びをぞ たまふ」のを聞いて、桐壺帝が「いとすさまじうも し」と感じたよう 『竹取物語』 帝 宮中での「 」をやめるほど、心傷ついて るのである。文末の「けり」は、 「管絃 宴もないほどの帝の悲しみの深さなんですよ」という語り手の詠嘆が込められている。
31 　琴を弾かないかぐや姫


















































求婚者がかぐや姫を妻 と望み、竹取の翁の家の辺りをうろついていたのは、彼らがかぐや姫を垣間見したかったからだろうということを書いた。更に付け加えれば、かぐや姫が奏で 琴 音色を聞きたい、という願望もあっ もしれない。当時の男女は、基本的に契りを結ぶまで相手 顔を見ることはない。だからこそ、垣間見で恋に落ちたり、琴の音色に引きつけられて女と結ばれたりもする。 『うつほ物語』の俊蔭女は、兼雅と初めて逢った際も琴を弾き、また、兼雅との再会の契機となったのも琴の音色だった。 『源氏 おいて、光源氏が末摘花に興味を持った一因として 彼女が琴を弾くというのを女房から聞いたからであ し、須磨・明石を流離する光源氏は、明石の入道より、娘の明石の君が箏の琴 上手であることを聞き より興味をかきたてられる。恋と うものと無縁だった薫が宇治の姉妹に惹かれたのは、二人 演奏を耳にし姿 垣間見たから あった。恋物語にお 、 楽 男女を結びつけるため 契機となる。一方、誰とも結婚する気がないかぐや姫は 琴を奏で男の気持ちをかきたてるようなことはしない。それだけでなく 「月の都」の人であるかぐや姫が琴を奏でるという行為は 「月の都（天） 」と交流するということに繋がっ の は かったか。　
市川崑監督『竹取物語』 （東宝・一九八七年）では、かぐや姫（沢口靖子）は、八月十五夜の日の昇天を水晶玉で
の天との通信によって知る。こ 映画で ぐや姫は宇宙 として描かれ、宇宙船（ＵＦＯ）から発せられ 光 のって昇天する だが、 『竹取物語』 かぐや姫は、いつどのようにして昇天 知った だろうか これも、物語には描
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かれず想像するしかないのだが、あり得た方法の一つとして音楽による交信があげられる。それが、当時の人々にとって一番自然な「天」との繋がり方だったからである。 かし、かぐや姫は最後まで、琴を、音楽を奏でることはなかった。それはなぜか。深読みとして一笑されそうだが、かぐや姫の昇天の拒否、 くまでも地上の人でいたいというかぐや姫の思いが、琴を弾かない人としてのあり に窺え のではなかろうか。
※本文引用はすべて、新編日本古典文学全集（小学館）による。
